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第144回緩和ケゕカンフゔレンス 

 第144回PCC教育講演は「東京都におけるがん対策について～東京都

がん対策推進計画」東京都福祉保健局医療政策部医療政策課 計画推進

担当課長 千葉清隆先生にご講演いただきます。 

 2025年問題を前に、緩和ケゕを取り巻く状況も大きく変わっていく

ことが予想されます。東京都の政策方針を直接伺える貴重な機会です。 

 なお、この会は、日本医師会生涯教育カリキュラムと緩和薬物療法認

定薬剤師単位の取得対象になります。ふるってご参加ください。 

2018年11月14日 19:00～20：45開催予定 

【 夏祭り 】 

 8月末、毎年恒例の

夏祭りを開催しました。 

 患者家族、ボラン

テゖゕの皆様の協力を

得ながら、緩和ケゕ病

棟で縁日を開きました。

皆でかき氷を食べたり、

お子様はヨーヨー釣り

やすいか割りに参加し

たり、とても賑わいま

した。 

PCU便り 
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PCC 
2018年9月12日第143回PCC開催 

編集後記 

 PCC Ｎｅｗｓ Ｌｅｔｔｅｒ第4号をお届

します。ご講演で、『架け橋としての緩和ケ

ゕ』の紹介もありました。一日を振り返り、

今日の私は「架け橋となるケゕが出来たのだ

ろうか？」「患者さん・ご家族から、最期に

合格通知がいただけるような関わりが出来た

だろうか？」真摯に振り返りながら日々の仕

事を繋いでいきたいと感じました。今後も皆

様と共に地域の方々を支えられるよう、一緒

に学んでいきたいと思います。 
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今
回
の
教
育
講
演
で
は
、
在
宅
ホ

ス
ピ
ス
ケ
ゕ
の
黎
明
期
か
ら
活
躍
さ

れ
て
い
る
内
藤
先
生
の
人
生
と
、
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

先
生
が
医
師
に
な
っ
た
頃
は
、
が

ん
患
者
は
病
名
の
告
知
は
さ
れ
ず
、

最
期
を
ど
う
過
ご
す
か
も
自
分
で
決

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
先
生
は
末
期
が
ん
患
者

と
出
会
い
、
「
家
に
帰
り
た
い
」
と

い
う
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ゕ
で
往
診
し
、
家
族
と
と
も
に

在
宅
療
養
を
支
え
ら
れ
ま
し
た
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そ
の
後
、

ギ
リ
ス
で
ホ
ス
ピ
ス

運
動
を
学
び
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起

こ
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
と
も
直
接
交

流
を
深
め
ら
れ
、
帰
国
後
、
甲
府
で

開
業
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
の
よ
う
に
は
、
法
律
や
制
度

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
医
と
し
て
活
動
で
き

た
の
は
、
患
者
・
家
族
の
強
い
思
い

と
、
多
職
種
と
の
協
働
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ 

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 
 

今
や
が
ん
患
者
が
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
を
最
期
の
療
養
場
所
と
し
て
選

ぶ
こ
と
が
、
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
先
生
方
が
先
駆

者
と
し
て
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
道
を
切

り
拓
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。 

 

ご
講
演
は
、
ユ
ー
モ
ゕ
に
あ
ふ
れ

た
語
り
口
で
多
く
の
患
者
・
家
族
が

寛
ぐ
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、
時

間
を
忘
れ
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

 

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ゕ
へ
の
思
い
を
新
た

に
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
講
演
前
の
内
藤
い
づ
み
先
生
（
左
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地域の緩和ケア紹介 

 今回は、当医療センターの緩和ケゕ科、
緩和ケゕ病棟の特徴や日々のケゕについて、
伊藤哲也先生と、緩和ケゕ病棟副師長 斎藤
まゆみさん から紹介いただきました。 
 緩和ケゕ病棟では多職種でカンフゔレン
スを行い、患者1人1人のケゕについて多角
的な目線から考え、多様なケースに対応し

ています。亡くなった患者さんのご家族へ
のお手紙の送付や、遺族会の開催など、グ
リーフケゕにも力を入れています。 
 また、春は桜、晴れた日は富士山が見え
るなど、病棟からのロケーションも自慢で
きるポントだそうです。 

 当医療センター
の緩和ケゕ病棟に
ついて地域の連携
先の皆様にお知ら
せする、貴重な機
会となりました。 


